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先は長い
EurekaX




　先日、高校の卒業式に出席しました。私には「六か年皆勤賞」を授与する役目がありまして、それを誇りに思っています。この賞は六年制の諸君しか対象になりませんから。それに、あまり大きな声では言えませんが、私は数ある賞の中でこれが最も素晴らしいと思っているのです。親御さんにとって、何よりの誉れですからね。
　壇上から卒業生を見ていて色々思い返したり考えたりしていました。確かこの子たちは（六年制のね）三重中学校の入学式を第１体育館で（座席の間隔を大きく開けて）行った唯一の学年だったのではなかったか。同じ年に三重高校へ入学した生徒たちは入学式を行わず、放送で「入学許可宣言」がなされたのでした。長い間教壇に立ってきましたが、入学式を行わなかったのは初めての経験でした。コロナ禍の経験は、日常のありふれた光景、当たり前のように行われる様々な営みも一瞬にして変貌することがあるということを教えてくれました。少なくとも私はあの経験ができて良かったと考えています。「不要不急」は目の敵にすべきことではなく、むしろ私たちの生活を潤してくれるものだということも実感しました。文化の成熟は私たちの暮らしの中に如何に「不要不急」があるかでわかるのではないかとさえ思いました。卒業した生徒諸君もきっと得難い経験をしたと、いつの日か肯定的に捉えてくれることでしょう。どこで読んだのか忘れましたが、無知とは何かということに関して、概ねこんなことが書いてあったのを思い出しました。今の自分たちのありよう、考え方だけが人類唯一のそれと思っている人を「無知」と言う。「以前はこうではなかったのかもしれない」「他の所ではこうではないのかもしれない」と考える人は（実際他の所の事情を知らなくても）知性のある人である。今の日本でそうならどこでもそう、いつでもそうと信じて疑わぬ無知はいたるところに見られる。私はコロナ禍を経てこの言葉の重みを一層感じています。私たちはこのような無知であってはいけませんね。
　さて、壇上でいろいろ考えたと書きましたが、ああこの子たちの人生は本当にこれからが長いのだなと、であるなら卒業するまでの3年間ないし6年間に一体何を学ぶべきなのか、そんなことを考えていました。
　中高の時代に辛抱強く学ぶ意欲を持つこと、これが一番大切だとの認識は変わりませんが、「自分を知ること」「努力すること」「協力すること」「我慢すること」、これらも全部大事ですね。「自分を知ること」はこれからどのような資質を伸ばして、世のため人のために生きるかを知ることでもあります。「個性」と言うと非常に陳腐ですが、ある刺激に対してどういう反応をするか、これが人によって違います。刺激は何でもいいのですが、ある講義を聴いて、あるいは本を読んで、人によって気になる箇所、魅力を感じる箇所が違います。それを個性と考えていいと思います。自分はこういう物語に魅力を感じる、こういう人間に惹かれる、そういうことを知ることが自分を知ることですね。これは私の実体験でもあります。
　「努力すること」は足し算だということを学んでほしいと思います。努力はその人の中に必ず蓄積されます。そして努力を続けている限り、やがて大きな力となって君を助けてくれるでしょう。また、「協力すること」は掛け算だということも知っておくべきです。人は一人では生きていけないのですから、誰かと協力することが必要になります。その時、協力は掛け算ですから一人がそっぽを向いてしまうと0になるということを知っておくことが肝要です。「我慢すること」は今最もないがしろにされている資質ではないかと思います。これから先の人生では、何らかの技能を手に入れる必要が出てきます。そういう技能は「我慢の上に咲く花」だと誰かが言っていました。私もそう思います。とりとめのない話になりましたが、最後に小泉信三先生の言葉「練習は不可能を可能にする」を紹介します。これも中高で経験できそうですね

今週のおすすめ
・宇山佳佑　『桜のような僕の恋人』 （集英社文庫）　
　あかん。これはあかん。ただでさえ、歳をとって涙もろくなっているのに。映画になっているようですが、絶対に泣くだろうから観るのをためらっています。
　早老病のことは聞いたことがありました。以前ドキュメント番組を観たことがあるので。しかし今回は二十歳過ぎに発病し普通の何十倍もの速さで歳を取っていく悲しさが、あのドキュメント以上に胸を打ちました。美容師の美咲と彼女の初めてのお客さんになったカメラマン志望の晴人との恋愛物語。初めのうちは作者のコミカルな表現のせいか、ありふれた、むしろ陳腐な恋愛ライトノベルかと思われたのですが、途中24歳の美咲の微熱が続くところから事態は急展開します。病院で遺伝子検査の結果を告げられ絶望の淵に落ちる美咲と妹を溺愛する兄。自分があの兄の立場だったらどうするか。考えても何も答えは見つかりませんでした。
　美咲は日に日に老婆へと変貌していく自分を晴人にだけは見られたくない。病名も知られたくない。愛しているからこそ嘘をついて晴人から遠ざかります。晴人は何もわからないまま、別れを告げられとまどうばかり。
　民間療法などの手を尽くす兄ですが、ついに打つ手もなくなります。クリスマスの願い事を書いた紙の「早く楽になりたい」という文字に涙しながら、もう一つゴミ箱に捨てられたメモを見つけます。美咲の「晴人くんに会いたい」というメモです。兄は晴人にすべてを打ち明け、助けを求める決心をします。全てを知った晴人は自分の写真を見たがっていた美咲のために、先輩が開く写真展に自分の作品を出してほしいと頼み込み、何とか美咲に見てもらおうとします。そしてラスト。切ないラストシーンが訪れます。あかん。あれはあかんわ。やっぱり映画が気になってきました。
BGMは　Mr. Children　の 永遠   でした…。
